
終の棲家を求めて 千駄ヶ谷から黒部へ

築４０年超のマンション

築１４０年超の古民家



新宿区Ｋ&Ｏ邸 リモデル 築４０年超のマンションを終の棲家に

水屋箪笥、この家具のサイズと素材・カラーが
キッチンをはじめとして、全体のプランニング
を決めた、キーグッズです。

■愛おしみながら住まい続ける：確かな素材

■シンプルなカラー：白壁と黒に近い床

■空間にリズムを作る：梁を楽しむ

■心地よい風を取り込む：杉材の引き戸

■空間を最大限に活かす：収納の工夫
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構造的に可能だった壁を撤去。新たな空間を生み出すことに成功した。
玄関回りを既存の倍に広げトイレの位置を左にずらし、収納まで確保できた。。
工事着工後も折に触れ施工業者や施主と綿密な打ち合わせを重ねていった。

打ち合せ・着工



古いマンションはいたるところに梁や壁が出っ張っていますが、
それをマイナス要素とせず空間のアクセントとして楽しんでしまいました。
梁の向こうの照明はあたかも間接照明のように空間を暖かく包んでくれます。
杉の面取りガラス入り建具はこのリフォームのアイコンの一つ。オリジナルデザイン

玄関ホール



リビングルーム
施主がこのマンションのこの部屋を選んだそのわけは？
その答えがこの窓の外に、
1983年8月竣工、大江宏の設計による《能楽堂》の屋根。この幾重にも重なる独特の他
佇まい、眼下に広がるこの景色を日々眺めて暮らせることでした。



リビングルーム
窓側からキッチン方向を見ると施主の審美眼にかなった、韓国の古民家の梯子がリビング
とダイニング部分の境界にポンとおかれている
キッチン方向からは窓側の梁の手前に取り付けた古材の棚が目を楽しませてくれる。
床の黒漆と白壁の美空間に、グリーンや朱塗りの小机がアクセントに



手持ちの水屋箪笥だけは何としても入れたい、というのがキッチンプランの最初でした。
幸い梁下にぴったり納まり、キッチン側には箪笥の奥行に合わせた収納キャビネット。
ダイニング側には箪笥の後ろ側の空間をぴったり埋めてクライアントのとっておきビール
サーバーをアンダーカウンターにビルトイン。お気に入りの辰砂のボールと、水栓、真鍮
のワイングラスホルダー、上部にはさまざまな大きさ形のお盆が整然と収納されました。

キッチン



キッチン

既製品の２ｍ強のキッチンです。特に何がということはないのですがやはり個性はないで
すね。特にレンジフードは換気口の場所やサイズが固定され、変更が不可能な為、規制の
平型フードに合わせてカバーを特注しました。
ステンレスドアの大型食器洗浄機・IH調理器とオーブンを組み込み設備機器を充実させ
キッチン作業をアシスト、狭さをカバーしています。



キッチン
オープンで何も隠していないキッチン、でも美しい。
天然杉材の建具、赤松漆仕上げの床材、手造りタイル、その対極にあるハイテク素
材・ステンレスと異なる素材を組み合わせることで思いがけない新しさや美しさを
引き出しています。
レンジフード・ワゴン・収納部などすべてオリジナルデザインによる製作。



キッチン
オープンで何も隠していないキッチン、でも美しい。
サイズ違いのタイルを計算しつくして張り上げたオープン棚。コンセントプレートも
磁器製でン何気なく存在している。

アルカリイオン整水器専用の水栓も組み込んだシンクも特注。シンクにあわせて製作
した補助カウンターはシンク内でスライドします。パンチング穴あきで水切りもOK。



キッチン

ステンレスワゴンには蓋つきのDUST BOXを組み込み俎板収納と、手持ちの包丁がすべ
てきちんと納まるサイズで作った包丁立てを組み入れました。
キャスター付きです。左のワゴンはトースターと鍋収納。どちらもキャスター付きです。
後ろ壁の配管をなんとなく隠す役割も担っています。タイルの棚にぴったりのスイッチプ
レートは陶器製、全室のスイッチ・コンセント類に使われています。



キッチン

狭い空間でも工夫次第
手持ちの籠やざるなど軽いものを収納：天井部の梁下がりを生かしてすのこ状の棚を渡し
ました。明かりを遮らず、視線に変化を、空間に奥行き感を作り出してくれます。
IHクッキングヒーターの後ろ壁の部分には奥行120ｍｍの収納棚を作り付け。頻繁に使う
お茶やコーヒー豆・スパイスなど、しっかり収納しました。奥の壁には床材の残りを張り
付け、ワゴンには納まらない大きなフライパンの定位置を確保しています。



教室 中高生に数学を教えている奥様。仕事場としての教室を造りました。
出入りが開き戸だったリフォーム前に比べると、引き戸にした使い勝手の差は歴然です。
壁際梁下にぴったり本棚が収まったのも引き戸のおかげです。



教室 右手のガラス入り引き戸から順番待ちの生徒も中の様子がわかります。
杉材を使った引き戸、ガラスに面取りを施すだけでグレード感はぐっと上がりました。



トイレ

床材の黒に近い茶ときっぱりした白、ここでも素材とカラーのそぎ落とした美しさを感じ
ます。タオル掛けはオリジナル、ペーパーホルダーは既製品です。壁面の収納棚の下部に
ＦＬを取り付け間接照明のように見せ空間に広がりを持たせました。
床材の残材を壁に貼り水返し的な機能も持たせています。なんといっても床材の仕上げは
水に強い『漆』ですから



畳敷の小上がり

今回のリノベーションのハイライト！リフォーム前の空間からこの畳室が想像できます
か？しかも場所は、教室にしている洋室の一角なのです。
その使い道は? 着物の着付けをする場所であったり、布団を敷いて寝室として使ったり
と大活躍の３畳間です。江戸唐紙を張った３枚引き戸の奥はパイプを仕込んだ収納、左手
は布団を収納できる奥行きのある押入れです。



襖と開き戸

江戸唐紙を貼った３枚引き戸・左手の開き戸、もちろんどれも特注です。天井までの引き
戸は9尺（180㎝）がモジュールの唐紙ではそのままでは寸足らずになります。
写真ではわかりにくいのですが引手高さに色合わせ無地の帯を入れてデザイン処理をしま
した。



畳敷の小上がり
ほんの100ｍｍ程度の隙間も大事な収納場所、着物のたとう紙の大きさに合わせて４台の
浅いキャスター付き引出を製作、材は【桐】、軽くスーッと引き出せる秘密は底の部分に
埋め込まれた超薄型のキャスター（ドイツ製）です。



一番のこだわりは！

床材 ≪赤松無垢漆仕上げ≫
素材にこだわり長くいとおしんで使いたい、と選んだ床材。日々ぬか袋での手入れを欠か
さない。残材も大切に竹を通してコート掛けに、壁に貼りつけ水返しにと余すところなく
活用しました。



終の棲家として思いの丈を込めてフルリフォームしたこの家！！

15年間、沢山の想いを受け止めてくれた
能楽堂の屋根にいよいよお別れです。
2022年3月、マンションを引き払い
今度こその終の棲家：富山県黒部市の築140年の
古民家へと旅立ちました。
キッチンはもとより、建具・照明・棚板・オリ
ジナルで作った小さな小道具たち、床材まで
全部お供します！！

これからは立山連峰が日々の楽しみです。
ゆっくりゆっくり手を入れていきます。



2023年、今度こその終の棲家を・・ゆっくり楽しみながら作ります
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